
芸南トピックス地域の情報をお届け！

食
農
教
育
活
動
報
告

ド
ロ
ー
ン
で
農
作
業
の
省
力
化

芸
南
地
域
本
部
で
は
、
食
農
教
育
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
応
援
す
る
た
め
様
々
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
２
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

東
広
島
市
安
芸
津
町
木
谷
地
区
で
10
月
に
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
秋
馬
鈴
し
ょ
の
防
除
を
行
な
い
ま
し
た
。

作
業
の
省
力
化
・
効
率
化
を
目
的
に
10
農
家
、
８
ha

の
園
地
で
え
き
病
と
ア
ブ
ラ
ム
シ
・
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ

の
防
除
を
し
ま
し
た
。

空
中
散
布
用
の
農
薬
も
次
々
と
登
録
さ
れ
、
ま
す
ま

す
防
除
作
業
が
軽
減
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

５月９日にびわの袋掛けを行ない、６月19日に収穫体験と試食を行ないました。

10月31日にキャベツの植付けを行ないました。キャベツは３月頃に収穫予定です。

▲収穫体験・試食

東広島市立風早小学校３年生

東広島市立三津小学校３・４年生

▲袋掛け

芸南地域本部
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水
稲
の
土
づ
く
り

冬
場
の
土
づ
く
り
は
稲
の
生
育
に
大
き
く

影
響
す
る
の
で
、
適
切
な
有
機
物
の
補
給
、

土
壌
改
良
剤
の
施
用
を
行
な
い
耕
起
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

①
有
機
物
の
投
入
（
10
ａ
当
り
）
次
の
い
ず

れ
か
を
１
ｔ
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
牛
ふ
ん
堆
肥　
・
豊
穣
２
号

・
こ
だ
わ
り
健
肥

②
土
壌
改
良
剤
は
水
田
の
状
態
に
よ
っ
て
使

い
分
け
て
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

病
気
が
多
い
水
田
で
は
茎
葉
強
化
・
病
害

に
効
果
の
あ
る
〝
ケ
イ
酸
〟
を
、
根
腐
れ
が

多
い
水
田
で
は
根
の
強
化
に
必
要
と
さ
れ
る

〝
鉄
分
〟
を
含
む
資
材
を
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

資
材
の
使
用
例
（
※
10
ａ
当
り
施
用
量
）

ケ
イ
カ
ル�

２
０
０
㎏
（
10
袋
）

�

ケ
イ
酸
主
成
分
。
倒
伏
防
止
、
い
も
ち

病
・
ご
ま
葉
枯
れ
予
防
に

ミ
ネ
リ
ッ
チ�

１
０
０
㎏
（
５
袋
）

�

ミ
ネ
ラ
ル
Ｇ
の
ケ
イ
酸
・
苦
土
を
高
め
た

も
の
。
生
育
・
耐
病
強
化
に

ミ
ネ
ラ
ル
Ｇ�

２
０
０
㎏
（
10
袋
）

�

ケ
イ
酸
・
鉄
分
・
石
灰
・
苦
土
・
マ
ン
ガ

ン
と
バ
ラ
ン
ス
良
い
改
良
資
材

土
楽
園�

60
㎏
（
３
袋
）

�

高
濃
度
で
バ
ラ
ン
ス
良
い
改
良
資
材
。
散

布
量
を
減
ら
せ
る
省
力
タ
イ
プ

（
そ
の
他
）

石
灰
窒
素�

20
㎏
（
１
袋
）

�
年
内
に
生
ワ
ラ
の
上
に
散
布
。
有
機
物
の

分
解
と
微
生
物
の
増
加
を
促
進

ア
グ
リ
革
命�

２
㎏
（
１
袋
）

�

酵
素
資
材
の
た
め
土
壌
環
境
の
影
響
を
う

け
ず
有
機
物
を
分
解
す
る

ベ
ン
ト
ナ
イ
ト�

（
１
ｔ
）

�

水
漏
の
多
い
田
の
改
良
を
目
的
。
耕
起
・

荒
起
し
前
に
全
面
施
用

�馬
鈴
し
ょ

馬
鈴
し
ょ
の
土
づ
く
り

連
作
の
続
い
て
い
る
ほ
場
で
は
地
力
の
低

下
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
収
穫
後
に
有
機
物
な

ど
の
投
入
を
行
な
っ
て
次
回
作
に
備
え
、
品

質
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
う
か

病
発
生
の
対
策
も
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

①
有
機
物
の
投
入
（
10
ａ
当
り
）
次
の
い
ず

れ
か
を
１
ｔ
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
牛
ふ
ん
堆
肥　
・
豊
穣
２
号

・
こ
だ
わ
り
健
肥

②
そ
う
か
病
の
対
策
例

・
り
病
し
た
塊
茎
は
畑
に
残
さ
ず
、
ほ
場
外

に
持
ち
出
し
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

・
有
機
物
の
未
熟
な
も
の
は
発
病
の
原
因
と

な
る
の
で
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
深
耕
・
客
土
な
ど
を
行
な
う
と
発
病
が
抑

制
さ
れ
ま
す
。

・
多
発
す
る
ほ
場
で
は
、
ナ
ス
科
以
外
の
作

物
と
の
輪
作
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
ほ
場
で
の
枯
草
な
ど
の
焼
却
は
土
壌
を
ア

ル
カ
リ
性
に
し
発
病
の
原
因
と
な
る
の
で

行
な
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
作
物
に
つ
い
て

だ
ん
だ
ん
と
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
ま
す

が
、
秋
冬
野
菜
は
ま
だ
ま
だ
収
穫
可
能
で

す
。
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
や
ハ
ク
サ
イ
の
甘
味
も

増
し
て
い
き
ま
す
。
強
い
霜
が
降
り
る
前
に

笹
竹
を
株
元
に
さ
す
な
ど
、
野
菜
に
応
じ
た

防
寒
対
策
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。
害
虫
に
よ

る
被
害
は
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、
雨

が
多
く
、
温
度
が
高
い
日
な
ど
が
あ
る
と
、

葉
も
の
野
菜
な
ど
に
軟
腐
病
や
べ
と
病
、
菌

核
病
な
ど
の
病
気
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

殺
菌
剤
の
散
布
や
、
株
ま
わ
り
の
通
気
の

確
保
な
ど
を
適
宜
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

疫
病
・
べ
と
病
予
防
例
（
ハ
ク
サ
イ
・
キ
ャ

ベ
ツ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
）

ベ
ト
フ
ァ
イ
タ
ー
顆
粒
水
和
剤

�

２
，０
０
０
倍
液

（
収
穫
７
日
前
ま
で
、
使
用
回
数
３
回
以
内
）

ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル

�

２
，０
０
０
倍
液

（
収
穫
前
日
ま
で
、
使
用
回
数
３
回
以
内
）

の
い
ず
れ
か
を
散
布
。

〈
農
薬
の
安
全
使
用
基
準
を
守
り
、
生
産
工

程
管
理
日
誌
を
必
ず
提
出
し
ま
し
ょ
う
！
〉

農
薬
関
連
の
法
律
が
厳
格
化
し
て
い
ま

す
。（
適
用
作
物
・
希
釈
倍
数
・
収
穫
前
・

使
用
回
数
な
ど
）

事
故
が
発
生
す
る
と
、 出
荷
者
自
身
に
よ

る
全
品
回
収
や
、
損
害
賠
償
の
可
能
性 

が

発
生
し
、
風
評
被
害
に
よ
り
産
地
・
直
売
所

に
も
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

 

生
産
工
程
管
理
日
誌 

は
、
商
品
の
管
理

状
況
を
確
認
す
る
た
め
Ｊ
Ａ
で
保
管
さ
れ

ま
す
。

出
荷
者
の
信
用
と
安
全
を
守
る
た
め
に
も

管
理
を
徹
底
し
、
確
実
な
記
録
・
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

水
　稲

12月

水
稲 

問 

安
浦
店　

ＴＥＬ 

０
８
２
３
ー
８
４
ー
２
０
４
９

　
担
当　
桑
原 
伸
明

野
　菜

12月

野
菜 

問 

営
農
経
済
課　

ＴＥＬ 

０
８
４
６
ー
４
５
ー
３
３
６
０

　
担
当　
久
保 

勝
義

なるほどえ～のぅ!営農情報

柑　
橘

管
内
の
主
要
品
種
で
あ
る
普
通
温
州
（
大

津
・
青
島
・
寿
太
郎
な
ど
）、
ま
た
中
晩
柑

類
の
販
売
時
期
と
な
り
ま
す
。
今
年
産
は
表

年
に
あ
た
り
、
園
地
場
所
や
着
花
状
況
に

よ
っ
て
開
花
時
期
の
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
く
、

外
観
品
位
の
バ
ラ
ツ
キ
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
果
実
品
質
に
お
い
て
も
例
年
に
比
べ
て

酸
が
低
く
、
全
般
的
に
果
実
体
質
が
弱
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
予
措
を
充
分
に
行
な
い
、

こ
ま
め
な
貯
蔵
管
理
を
行
な
い
な
が
ら
腐
敗

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

機
械
油
乳
剤
の
散
布
で
越
冬
病
害
虫
の
密
度

を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
・
ハ
ダ
ニ
等
の
越
冬
害

虫
防
除
の
基
本
と
な
る
機
械
油
乳
剤
の
散
布

を
年
内
に
し
て
い
な
い
園
地
で
は
、
１
月
上

旬
ま
で
に
（
散
布
時
期
が
遅
く
な
り
寒
波

に
あ
た
る
と
、
落
葉
す
る
危
険
性
が
あ
る
）

95
％
機
械
油
乳
剤
30
倍
液
の
散
布
を
行
な
い

ま
し
ょ
う
。
同
時
に
、
樹
勢
維
持
・
回
復
の

た
め
、
尿
素
２
０
０
倍
液
を
混
用
し
て
散
布

し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
樹
勢
が
低
下
し
落

葉
を
生
じ
て
い
る
園
地
で
は
、
散
布
を
中
止

し
ま
し
ょ
う
。

中
晩
柑
類
の
採
収
と
予
措

は
る
み
…�

１
月
上
旬
ま
で
に
残
果
を
採
収

し
、
軽
い
予
措
を
し
た
後
、
貯
蔵

し
ま
し
ょ
う
。

八　
朔
…�

１
月
上
旬
に
採
収
し
、
乾
燥
に
注

意
し
な
が
ら
貯
蔵
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
※�

例
年
、
乾
燥
に
よ
る
ヤ
ケ
（
虎
斑

症
）
や
ヘ
タ
枯
の
発
生
が
多
い
た

め
、
湿
度
を
確
保
し
な
が
ら
貯
蔵

し
ま
し
ょ
う
。

不
知
火
…�

酸
の
低
い
園
地
か
ら
１
月
中
旬
以

降
に
採
収
を
始
め
、
予
措
を
し
た

後
、
貯
蔵
し
ま
し
ょ
う
。

甘　
夏
…�

１
月
下
旬
～
２
月
上
旬
に
採
収

し
、
充
分
予
措
を
し
た
後
、
貯
蔵

し
ま
し
ょ
う
。

清　
見
…�

袋
掛
け
・
防
寒
対
策
を
行
な
い
、

３
月
上
旬
ま
で
樹
上
に
置
き
採
収

し
ま
し
ょ
う
。

※
気
象
情
報
に
注
意
し
、
寒
波
情
報
が
発
表

さ
れ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
採
収
を
行

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

び　
わ

開
花
時
期
で
す
。
収
穫
時
期
の
果
実
腐
敗

病
（
芯
ぐ
さ
れ
病
）
な
ど
の
発
生
防
止
の
た

め
、
１
月
下
旬
～
２
月
上
旬
に
灰
色
カ
ビ

病
・
灰
斑
病
・
た
て
ぼ
や
病
対
策
と
し
て
、

ベ
ル
ク
ー
ト
水
和
剤
１
，０
０
０
倍
液
と
ジ

マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤
６
０
０
倍
液
を
混
用

散
布
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
散
布
す
る
際
は
、

な
る
べ
く
開
花
量
の
多
い
時
期
を
狙
っ
て
散

布
し
ま
し
ょ
う
。

い
ち
じ
く

越
冬
病
害
虫
（
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
・
ハ
ダ

ニ
類
）
対
策
と
し
て
、
石
灰
硫
黄
合
剤
10
倍

液
を
発
芽
前
ま
で
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。
年

間
の
病
害
虫
発
生
密
度
に
影
響
す
る
た
め
、

必
ず
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

農
薬
使
用
の
注
意
点

・
使
用
者
自
身
の
安
全
の
た
め
、
農
薬
の
製

品
ラ
ベ
ル
に
従
っ
た
保
護
具
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

・
環
境
へ
の
安
全
の
た
め
、
周
辺
住
民
や
農

家
に
配
慮
し
掲
示
版
な
ど
で
農
薬
の
使
用

を
事
前
に
伝
え
、
農
薬
が
飛
散
し
て
か
か

ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
作
物
の
残
留
農
薬
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
農
薬
の
製
品
ラ
ベ
ル
に
従
い
、
決

め
ら
れ
た
作
物
種
、
使
用
量
、
使
用
時

期
、
使
用
回
数
な
ど
を
確
実
に
守
れ
ば
基

準
値
を
超
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
農
薬
ご
と
に
作
物
名
が
似
て
い
る

な
ど
、
間
違
い
や
す
い
も
の
が
あ
り
ま

す
の
で
厳
重
に
注
意
し
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

果
　樹

1月

果
樹 

問 

安
芸
津
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー　

ＴＥＬ 

０
８
４
６
ー
４
５
ー
０
４
８
８

担
当　
広
果
連
駐
在
技
術
員　
須
野
田 
祐
也

安芸津アグリセンターでは、直売所などＪＡ出荷者の
支援として、128穴セルトレイでの野菜苗の生産・供給
を行なっています。数に限りがありますので、お早目に
お問い合せ頂きぜひご利用ください。

今月の供給品目
品目名 品種名 販売予定 収穫予定
キャベツ ＹＲ春空・初恋 12月中旬～ 4月中旬～
サニーレタス
※トンネル栽培

マザーレッド
マザーグリーン 12月下旬～ 2月下旬～

※在庫・価格など詳細については随時お問い合せください。
※特注品についても相談の上、対応致します。

栽培品目（例）
分類 品目例
葉菜類 ホウレンソウ、ミズナ、シュンギク
根菜類 カブ

※トンネル（保温）栽培推奨。
※作型については、種子袋など品目毎の資料を参照ください。

128穴セルトレイ （商品例）キャベツ苗

12月の野菜作付情報

芸南地域本部芸南地域本部
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お知らせ

年末年始休業のお知らせ
店　　　舗 休　業　日

安芸津支店・安浦支店・川尻支店 令和５年12月30日（土）～令和６年１月３日（水）
安芸津アグリセンター・安浦店・川尻店 令和５年12月29日（金）～令和６年１月３日（水）
ふれあい市安浦店・ふれあい市川尻店 令和５年12月30日（土）～令和６年１月４日（木）

ふれあい市安芸津店 令和６年１月１日（月）～１月４日（木）
令和５年12月29日（金）は棚卸のため購買店舗を臨時休業させていただきます。
金融店舗・購買店舗は令和６年１月４日（木）から、ふれあい市は令和６年１月５日（金）から通常営業となります。

ＪＡひろしま
ふれあい市安芸津店

ふれあい市は、『農業者の所得増大』『農業生産の拡大』
『地域の活性化』を基本目標とし、地産地消に取り組んでいます。

東広島市安芸津町風早647番地８

自然に恵まれ「人と人との豊かな生活」がそこにある

秋の新じゃが マル赤馬鈴しょ

※写真はイメージです。

【豆知識】 おせち料理って？【豆知識】 おせち料理って？
おせち料理は、「御節料理」と書きます。本来、お正月だけではなく、元旦や五節句などの節日を祝うため、神様
にお供えして食べるものを「御節供」と呼んでいました。江戸時代にこの行事が庶民に広まり、一年の節日で一番
大切なお正月にふるまわれる料理を「おせち料理」と呼ぶようになりました。
もともとは収穫物の報告や感謝の意をこめ、その土地でとれたものをお供えしていましたが、暮らしや食文化
が豊かになるに従い、御馳走となり、現在の原型になったようです。また、正月三が日はかまどの神様に休んでも
らおうという気持ちの表れや、家事から解放するという意味も含め、保存の効く食材が中心になったそうです。
時代や生活は色々変わってきてますが、大切にしていきたい日本の文化ですね♪

 お せち く 

いよいよ、今年も残り少なくなってきました。
年末年始の準備は、これから！という方も多いと思います。ぜひ、ふれあい市でご準備ください。

※ご注意ください !! 今年は、雨が少なく「ふれあい市」へ
の出荷も少ないことが予想されています。

お正月の商品を揃えていきます
切花・金時人参・くわいなど

その他、白菜・椎茸・ねぎなども店内に並びます

柑橘の女王 「せとか」
「プリンス清見」 「はるみ」
ＪＡ統一広報紙「もっと !ＪＡひろしま」の
11月号で特集された柑橘も並びます。

12月中
旬

から

１月中
旬

とれた
て情報

！！

柑橘が最盛期を迎え
ます!! 出荷会員募集中

0846-46-1166
ふれあい市安芸津店　担当：髙本まで

自慢の農産物を出荷してみませんか？
興味のある方は下記の連絡先までお問い
合せください。

芸南地域本部
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